
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
協

議
会
が
管
理
運
営
し
て
い
た

も
の
は
。

駅
の
管
理
、
切
符
の
販

売
か
ら
そ
れ
に
係
る
駅
の
業

務
と
、
駐
車
場
、
そ
れ
に
付

帯
す
る
ト
イ
レ
等
の
管
理
業

務
で
す
。

駅
の
構
内
に
は
公
衆
電

話
や
自
動
販
売
機
等
が
あ
る

が
、
ど
こ
が
管
理
し
て
い
る

の
か
。町

が
業
者
と
契
約
を
結

び
、
管
理
は
業
者
が
直
接
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

気
代
等
の
経
費
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

A Ｑ

A Ｑ
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行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
報
酬
減
の
理
由
は
。

委
員
会
を
２
回
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
開
催
が
な

か
っ
た
た
め
で
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定
審
議
会
委
員
報
酬
減
の

理
由
は
。

当
初
で
５
回
、
補
正
で

３
回
、
計
８
回
分
の
予
算
を

組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際

は
７
回
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
で
す
。

小
・
中
学
校
耐
震
診
断

委
託
料
減
の
理
由
は
。

事
業
の
取
り
掛
か
り
が

遅
れ
、
耐
震
補
強
計
画
ま
で

し
か
進
ま
な
か
っ
た
た
め
で

す
。

当
町
独
自
で
工
夫
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

こ
の
条
例
は
法
令
に
基

づ
い
て
制
定
し
て
い
ま
す

が
、
一
部
罰
則
規
定
に
特
段

の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
全
体
を
通
し

て
何
を
保
護
し
、
何
を
開
示

す
る
の
か
。

こ
の
条
例
は
住
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
と
い
う

部
分
と
、
情
報
を
有
意
義
に

使
っ
て
い
く
と
い
う
形
で
２

本
立
て
の
条
例
に
な
っ
て
い

ま
す
。

A Ｑ A Ｑ

A Ｑ A Ｑ A Ｑ

議
案
質
疑
質
疑
の
主
な
も
の
を
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

駐
輪
場
の
管
理
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
現

在
の
駐
車
場
の
利
用
状
況

は
。

駐
輪
場
は
町
の
施
設
で

す
の
で
、
町
が
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

使
用
状
況
で
す
が
、
当
初

駅
前
に
駐
車
場
を
作
っ
た
時

に
は
非
常
に
利
用
者
が
多

く
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
土
地
を
借
り

て
増
設
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
は
利
用
者
が
少
な
く
、

駅
前
の
駐
車
場
は
満
杯
で
す

が
、
増
設
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
利
用
が
少
な
い
と
い
う

状
況
で
す
。

食
の
自
立
支
援
事
業
の

内
容
と
委
託
料
１
５
４
万
７

千
円
の
内
容
は
。

現
在
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
週

１
回
水
曜
日
に
昼
食
を
配
食

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は

別
に
町
で
週
２
回
、
夕
食
を

開
始
し
ま
す
。
曜
日
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
す
。

委
託
料
１
５
４
万
７
千
円

は
、
８
月
か
ら
３
月
ま
で
の

８
カ
月
間
、
１
食
３
５
０
円

を
見
込
ん
で
４
４
２
０
食
分

で
す
。

A Ｑ

A Ｑ

○
平
成
16
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

○
平
成
15
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

○
鞍
手
町
個
人
情
報
保

護
条
例

○
鞍
手
駅
関
連
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
手

続
等
に
関
す
る
条
例

ボランティアの皆さんが作っている昼食

鞍手駅構内
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人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
同
意 

　
入
江
均
氏
の
任
期
が
、
６
月
９
日
で
満
了
す
る
こ
と

か
ら
、
議
会
に
は
か
ら
れ
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
市
川
健
二
郎
氏
、
櫻
井
正
昭
氏
、

森
史
子
氏
の
任
期
が
平
成
16
年
８
月
31
日
付
で
満
期

と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
任
と
し
て
次
の
方
々
の

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
同
意 

社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
追
加
４
３
２
万
円
の
中
身

は
。

鞍
手
駅
の
臨
時
職
員
の

退
職
金
で
す
。

道
路
橋
梁
費
の
工
事
費

追
加
５
３
０
０
万
円
の
内
容

は
。

毎
年
行
っ
て
い
る
土
木

調
査
、
九
州
縦
貫
道
に
架
る

下
松
尾
橋
の
補
修
工
事
、
道

路
管
理
の
舗
装
、
草
刈
り
等

で
す
。

高
速
道
路
の
歩
道
橋
は

補
助
金
が
付
き
ま
す
か
。
そ

れ
と
も
単
費
で
す
る
の
で
す

か
。

県
と
協
議
を
し
ま
し
た

が
、
町
道
で
４
ｍ
以
上
な
い

と
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
単
費

と
な
り
ま
す
。

A Ｑ

A Ｑ A Ｑ

九州縦貫道に架かる下松尾橋

小
学
校
耐
震
が
１
３
８

万
５
千
円
、
北
中
が
４
５
６

万
５
千
円
、
当
初
で
は
な
く

て
補
正
で
上
が
っ
て
き
た
の

は
な
ぜ
か
。

予
算
要
求
時
点
（
12
月
）

の
時
に
は
見
込
み
が
立
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今

回
の
補
正
で
上
げ
て
い
ま

す
。

特
開
事
業
を
退
職
さ
れ

る
方
は
、
今
年
は
何
名
か
。

ま
た
、
制
度
事
業
も
残
り

少
な
い
が
、
終
結
す
る
ま
で

や
ら
れ
る
の
か
。

２
人
の
希
望
退
職
者
が

あ
り
ま
す
。

特
開
事
業
は
平
成
18
年
度

末
を
も
っ
て
終
息
し
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
続
け
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
内
容
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
が
ど
う
し
て
か
。

入
札
執
行
予
定
は
、
年

４
回
（
４
月
・
７
月
・
10

月
・
１
月
）
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

例
年
こ
の
事
業
は
、
７
月

に
着
手
し
て
い
る
の
で
す

が
、
今
年
は
県
の
補
助
金
の

内
示
が
早
く
、
６
月
中
に
入

札
等
を
終
え
ま
し
た
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

入
札
価
格
は
税
抜
き
の

入
札
で
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
税
込
み
価
格
の
入
札
は
考

え
て
い
る
の
か
。

入
札
方
法
は
、
福
岡
県

公
共
工
事
契
約
業
務
連
絡
協

議
会
の
指
導
を
基
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
そ
の
指
導

が
あ
れ
ば
、
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A Ｑ A Ｑ

A Ｑ A Ｑ○
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
古
月
　
虫
生
津

汚
水
幹
線
管
渠
築
造
工

事
第
３
工
区
の
請
負
契

約
の
締
結

市川健二郎氏
（63歳）

住所
中山３３４２－１０
５期目

毛利芳太郎氏
（59歳）

住所
八尋１６９５－３
１期目

櫻井　正昭氏
（73歳）

住所
永谷２５６
４期目

入江　均氏
（65歳）

住所
新北１３６８
３期目




